
  

最近、ニュース番組のスポーツコーナーが楽しみで仕方がありません。そうです、大谷翔

平選手の活躍ぶりが実に爽快だからです。先日のオールスターのホームラン競争は惜しくも

敗れましたが多くのファンを楽しませてくれました。 

 何より大谷選手が凄いのは、休まず試合に出場するところです。いくら若いといっても、

移動距離の長い遠征もある中で、毎試合出場するのは疲れがたまり負担が大きいことでしょ

う。それでも大谷選手は、とにかく野球が好きで、出られるならいつでも試合に出たいよう

です。まるで野球少年です。次のイニングの投球があるのに、果敢に盗塁を試みたりします。

投げた翌日も疲労を厭わず出場し、ホームランを打ちます。本当に「好きこそものの上手な

れ」を体現している選手だと思います。「野球が大好きで大好きでたまらない」感たっぷり

の大谷選手を見ていると、こちらも「よし！ 好きでたまらないこと、やりたくてたまらない

ことを、全力でやってみよう！」という気にさせてくれます。 

この夏休み、子どもたちには、「大好きなこと」に精一杯取り組んでほしいと思います。 

さて、世界の並み居る強豪を相手に、投打の二刀流として日々活躍している大谷選手です

が、私は別の意味での二刀流にも注目しています。 

大谷選手は道徳の教科書（光村図書）にも登場します。「夢を実現するためには」という

題材で、小さい頃からの夢である「プロ野球選手になりたい」をどのように実現してきたか

が語られ、花巻東高校野球部で、監督にすすめられてつくった目標達成シートが取り上げら

れています。シートには、目標達成のために、スポーツに必要と思われる筋力アップや体力

や技術力向上に関することが多く書き込まれています。一方で、一見あまり関係なさそうな

ことも書き込まれています。「あいさつ」「ゴミ拾い」「本読み」「感謝」「思いやり」「信

頼される人間」「応援される人間」等です。プロ野球選手なのだから野球に集中すればいい

のでしょうが、大谷選手にとってはそうではないようです。野球の技術と人間性という二刀

流がそろって初めて、一流のプロ野球選手であると考えているのかもしれません。確かに流

れるニュースには、大谷選手の紳士的な行動や礼儀正しさ、温かな人間性に心を動かされて

いる人々の姿も多く紹介されています。  

子どもたちがこれから生きていく世の中はＡＩ(人工知能)の発

達やグローバル社会の進展など、今までの常識が通用しない不透

明なことが多くあると思います。でも「人間性」という部分はどん

なに時代や社会の仕組みが変わっても不変です。 

大洲小学校の子どもたちも、どんな時代になろうとも絶対に揺

るぐことのない「温かな人間性」を育んでほしいと思います。 

「大好きなこと」に全力投球しながら……。 
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夏休み明けの９月３日（金）に引き渡し訓練を行います。１４時３０分頃から児童が避難をはじ 

 めます。各ご家庭への連絡は１５時頃になる予定です。 

「災害時緊急引渡カード」に載っている方へ引き渡しますので、それ以外の方への引き渡しを希望 

する場合は、事前に担任にご連絡ください。  

 

〇 遊泳禁止区域、監視員やライフセーバーのいない海での遊泳は絶対しない。 

〇 海や河川、湖沼地、用水路等において、防護柵が無いなどの危険な箇所へ絶対に立ち入らない。 

〇 出水期における豪雨等による天候不良時（急な天候の悪化が予想される時を含む）は、増水に 

よる河川の氾濫、高潮などの危険が予測されるため、危険個所には近づかない。 

 

学校ホームページは、学校だよりには掲載しきれないタイムリーな情報を発信しています。   

〇 学校での子どもたちの様子を随時アップしています。（大洲小 NEWS） 

〇 「学校だより」がカラーでご覧いただけます。（各種おたより） 

〇 お知らせ、図書室コーナー、今日の給食などの情報を随時アップします。 

https://ichikawa-school.ed.jp/ohsu-sho/ 

水難事故防止のために ～確認をお願いします～ 

大洲小ホームページをご覧ください 

模様替え 

通知表「あゆみ」の書式の変更について 

引き渡し訓練について 

昨年度、新学習指導要領の実施にともない通知表の書式を大きく変更しましたが、

今年度も一部を変更いたします。実際に通知表をお渡しするのは前期終業式ですが、

夏休みに入り、個人面談がありますので、事前にお知らせいたします。 

〇 昨年度より、各教科の学習の様子は「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」

「主体的に学習に取り組む態度」の３観点となりました。そして、それぞれの観点 

を「よくできる」「できる」「もう少し」の３段階で評価します。 

〇 「総合的な学習の時間」（３～６年）については、前期、後期ともに学習の様子を 

文章でお知らせします。 

〇 「道徳」、「外国語活動」（３・４年）については、昨年度と同様、一年間の学習 

の評価を後期にまとめて文章でお知らせします。 

〇 学校の様子を文章でお知らせする「所見」については、今年度より後期のみとし、 

一年間の成長としてお知らせします。なお、前期の様子については７月の個人面談 

でお話をさせていただきます。 

〇 生活や行動の様子、特別活動の記録、出欠状況についての変更はありません。 

https://ichikawa-school.ed.jp/ohsu-sho/

